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経直腸的超音波断層法463件の統計的観察
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  463 examinations using transrectal ultrasonotomography were statistically observed． This

diagnostic method was found very useful as one of the routine examinations for diseases of the bladder

and prestate， and the most suitable examination for screening prostatic cancer．

緒 言

 私たちは，静岡厚生病院において，経直腸的超音波

断層法を泌尿器科のルーチン検査法として導入し，

1978年4月1日より1979年10月31日までの19ヵ月間

に，延べ463件実施した．今回，これらの症例に対し

統計的観察を行なったので，報告する．

方法ならびに対象

 経直腸的超音波断層法に使用した装置は，渡辺ら1）

が開発した泌尿器科用超音波診断装置Al・ka SSD－

120D，使用周波数3．5 MHzを用いた．探触子は肛

門より直腸内に挿入され，ゴムバルーンを直腸でふく

らませ，ラジアル走査を行なうことにより，膀胱，精

のう腺，前立腺の水平断面像を得るもので，得られた

断層像を35 mmフイルムにて写真撮影し，記録保存

した．経直腸的超音波断層法の対象となった症例は，

泌尿器科を受診した者のうちよりおもに前立腺疾患が

疑われる症例が選ばれ7C．また超音波診断は，医師3

人の総合判定により行なわれた．

施 行 件 数

 静岡厚生病院において，1978年4月1日より，1979

年10月31日までの19ヵ月間に行なわれた経直腸的超

音波断層法施行総件数は463件で，その内訳は，初め

て検査を受けた初回検査385件（83．2％），経過観察

などの理由により繰り返し検査を受けた再検査78件

（16．8％）であった．なお受検者は，すべて男性であ

った．また検査総数463件のうち15件（3．2％）が，何

らかの理由で失敗に終ったが，この内訳はフイルム露

光不良9件，膀胱充満不良3件，探触子の直腸内挿入

失敗2件，排便不良1件であった．したがって448件

（96．8％）が実質的に経直腸的超音波断層法が可能であ

った（Table 1）．月別施行件数をみると， Fig・1に示

すごとくであり，月平均検査数24．4件であった。

年 齢 分 布

 年齢分布をみるとFig．2のごとくであり，被検者の

うち最若年者は15歳，最高年齢は85歳，平均年齢は58．9

歳であった．20歳台より突然増加し，以後60歳台まで

徐々に増加し，70歳台に激増し，ピークを示していた．
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Table 1． Example of unsuccesful ultrasoic diagnosis

Reasen No．of casesua

Underexposure of film

Insnfficient b！adder capacity

I恥deq凹且te insertion of a
transducer into the reetum

1nsuffient defeeation

g （6 ao e／．）

3 （2 e．o e／．）

2 （G 3．3e／e）

1 （ 6．T e／．）

Tota1 1s （aoa％）

初診時診断と超音波診断

 初診時診断にて経直腸的超音波断層法を必要とした

対象疾患はTablc 2のごとくであり，前立腺肥大症，

前立腺炎，前立腺癌，前立腺癌の疑いなど，前立腺疾

患が全体の82．7％を占めていた．

 初診時診断とは関係なく，経直腸的超音波断層法に

よる診断はTable 3のごとくであり，やはり前立腺

疾患が71．8％を占めていた．．
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Table 2． Qbjective diseas’e of transrectal

   ultrasonotomography （First examination）

No．ot casesco

前立腺癌の診断

25

Diagnosis

Bladder turnor

Neurogenic bladder

B P H

Prostatitis

Prostatic caneer

Susp．oi prostatic cancer

1 0 （2．2 e／e）

17 （3．7％）

177 （38．2％）

169 （36．5％）

33・ （7．1％）

 4 （OS ％）

 初診時診断とは関係なく，経直腸的超音波断層法に

て，前立腺癌の疑いと診断されたものは24例（実数）

あり，Table 5のごとく最終診断が下された．すな

わち24例中3例（12．5％）が最終診断において前立腺

Table 5． Diagnosis in prostatic cancer

課罫潔。畿謬．s’s Pr・・・・…c皿・e・識譲lc c胆cer

Others 5 3 （1 1．4 e／，）

Prostatic cancer 12 O ODa／o） 3 C12．5e／o）

BPH O 19 （79．2％）
BPH＋Prostatitis 2 （8．30／e）
Tota1 12 24 （10e％）

Table 3． Ultrasonic diagnosis

Diagnosis No．oi cases（PD

Bladder cancer

Benign Prostatic Hyperplasia

Prostatitis

Prostatic cancer

Susp．oi prbstatic cancer
Prostatic stone

Normal

Others

Unsuccesful diagnosis

 8

156

133

30

27

25

62

 了

15

（le7“／o）

（33．8％）

（28．7％）

（6，srao ）

（ s．s e／．）

（5．4％）

（1 3．4％）

（L5％）・

（3．2％）

Tota1 463 （10D％）

 初診時診断にて前立腺肥大症および前立腺炎と診断

きれた症例が超音波断層法にてどのように診断された

かを比較してみると，Table 4のごとくであった．

初診時前立腺肥大症と診断された177件のうち，経直

腸的超音波断層法でも前立腺肥大症と診断されたのは

121件（68．4％）であった、また前立腺癌の疑いと診

断され紀症例が18件（10．2％）もあった．一方，：初診時

前立腺炎と診断きれた169件のうち，経直腸的超音波

断層法でも前立腺炎と診断されたのは105件（62．1％）

であり，異常なしと診断された症例が30件（ユ7．8％）

もあった．

Table 4． Gomparison of first diagnosis with

     ultrasonic diagnosis

ulitl；5gsileEffillkggigiggegElfi B p H prostatitis

癌と診断されt．一方，経直腸的超音波断層法では前

立腺癌および前立腺癌の疑いと診断できなかったが，

最終診断において前立腺癌と診断された症例は／例あ

り，これは経直腸的超音波断層法では，前立腺癌およ

び前立腺癌の疑いと診断できなかったが，最終診断に

て前立腺癌と診断されたfalse negative症例は1例あ

り，これは経直腸的超音波断層法では，前立腺癌およ

び前立腺癌の疑い以外の前立腺疾患と診断された264

例（実数）の0．4％にあたっていた．また経直腸的超音

波断層法にて，前立腺癌と診断された12例（実数）の

うち，最終診断にて癌が否定された症例は1例もなか

った．

B P H

ProStatitis

Prostatic cancer

Susp． of pTostatic cemcer

Normal

Others

121（68．4％） 18（101％）

10 （S6％） 105（62．19）

 O （O％） o （oo／．）

18（1 a2 rse ） 5 （Z99 ）

｛9（1［ISe／．） 30（17．8％）

 9 （SO％） f l （osAe）

Tota1 177（fOe％） 169（100％）

考 察

 1967年渡辺らDが開発した経恒腸的超音波断層法は

年々急速な普及を示している．本法によれば，前立腺

重量の計測2・3）は5％以内の誤差範囲で可能であり，

仮想円面積比4）を求めることにより，前立腺肥大症の

進行程度を知ることができる．iまた前立腺癌の診断に

おいても欠かすことができない検査法であり，前立腺

癌のスクリーニング検査法としては見落しの少ないき

わめて有力な形態的診断法であるとされている5）．最

近では治療の効果判定にも用いられ，有用なモニタリ

ングとなっている6・7）．一方前立腺の集団検診に経直

腸的超音波断層法を用いる試みは，1975年より渡辺

ら8・9）により試みられており，約ユ20人に1人の前立

腺癌が発見きれ，胃癌や子宮癌の集団検診における癌

の発見率と比べて，非常に高いことが指摘されている．

このことは本法のスクリーニングに適した機能を最大

限に利用したものとして注目される．

 今回私tちが観察を行なった463例の経直腸的超音

波断層法において，年齢分布では2G歳台より突然増加

し，60歳台まで徐々に増加し，70歳台でピークを示し
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ているが，これは渡辺ら10）の報告とほぼ一致し，20～

40歳台の青壮年層では前立腺炎，50～70歳台の高年齢

層では前立腺肥大症，前立腺癌，膀胱腫瘍と，幅広い

年齢層にわたって経直腸的超音波断層法が利用されて

いるのがわかる、

 初診時診断と超音波診断との比較においては，初診

時前立腺肥大症と診断されたものの中に，前立腺癌の

疑いと超音波診断された症例が10．2％もあり，渡辺

ら10）が述べたと同様に，臨床症状および触診所見から

のみ前立腺肥大症と診断するのは相当危険を伴うと考

えられる．また初診時前立腺炎と診断された症例のう

ち，超音波診断にて異常なしと診断きれたものが17．8

％もあり，前立腺炎の診断の複雑さを思わせたが，前

立腺炎の中には臨床的には治ゆしていても精神症状が

残る症例が多いことを考えると，この数字も理解でき

る．

 超音波診断にて前立腺癌の疑いと診断されたものは

24例あり，このうちで3例（12．5％）が最終診断にて前

立腺癌と診断された．また経直腸的超音波断層法では

前立腺癌および前立腺癌の疑いと診断されなかったが，

最終診断｝こて前立腺癌と診断されたfalse negative症

例は264例申1例（0．4％）しかなく，超音波診断にて

前立腺癌と診断された12例中，最終診断にて前立腺癌

が否定された症例は1例もなかったこととも考えあわ

せ，経直腸的超音波断層法を行なうことにより前立腺

癌の臨床診断の精度をより一層高めることができると

思われた．

結 語

 1978年4月1日より1979年10月31日までの19ヵ月間

に，静岡厚生病院において施行した経験腸的超音波断

層法463件について統計的観察を行ない，本法が膀胱

前立腺疾患に対するルーチン検査法としてきわめて有

用であり，とくに前立腺癌のスクリーニングの目的に

は最も適した検査法であることを述べた．

 （ご指導，ご校閲を受け，直接これらの症例の診断にも参

加された，京都府立医科大学泌尿器科学教室 渡辺 決教授

に深謝する，）
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